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会議次第 
 

１．開 会 

 

２．あ い さ つ 

 

３．出 席者紹介 

 

４．報 告 

 

ⅰ．報告第１号 

▼運行事業者間の乗継について 

 

ⅱ．報告第２号 

▼令和２年度事業について 

 

ⅲ．報告第３号 

▼運行継続水準の設定について 

 

ⅳ．報告第４号 

▼バス停の管理について 

 

５．議 事 

 

ⅰ．議案第１号 

▼地域巡回バスダイヤおよび路線改正の具体案について 

 

６．そ の 他 

 

ⅰ．今後のスケジュールについて 

 

ⅱ．紀の川コミュニティバスの運休日設定に伴う告知等について 

 

７．閉 会 
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報告第１号 

 

運行事業者間の乗継について 

 

■令和３年１０月に予定している地域巡回バスダイヤおよび路線改正に伴う 

事業者間の通信手段について、報告する。 

 

資料１のとおり 

 

 

 

 

令和２年１２月７日提出 

 



資料１ 
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資料１ 運行事業者間の乗継について 

 

１．主旨 

 

令和３年１０月に予定している地域巡回バスダイヤおよび路線改正にともない、

運行事業者をまたぐ乗継の場面が増えるため、接続利便性の向上が必要となる。 

遅延が生じ、乗客が乗継便への乗車を希望している場合、可能な範囲で接続を確

保するために、事業者間で共通の通信手段を導入・構築する必要がある。 

 

 

２．遅延の目安 

 

遅延については概ね５分以内を目安に接続を試み、それ以上の遅延については遅

延の原因によって原則として次のとおり対応する。 

 

遅延の原因 対応 

ⅰ．運行事業者の責によらない事由 

例）天災・道路渋滞により生じた遅延 

代替輸送の手配および運賃は乗客

の負担 

ⅱ．運行事業者の帰責事由 

例）運行ルート逸脱や単独事故、車両故

障により生じた遅延 

代替輸送の手配および運賃は運行

事業者が負担 

ⅲ．その他の事由 原則、代替輸送の手配および運賃

は乗客の負担 

 

 

３．通信機器の導入・管理・運用 

 

令和３年度予算を要求中であり、予算可決となれば、紀の川市予算から歳出予定

である。 

導入する機器の導入（仕様・購入方法等）・管理（維持修繕の方法等）・運用につ

いては別途協議して決める。 
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報告第２号 

 

令和２年度事業について 

 

■地域公共交通調査事業の実施状況等について、報告する。 

 

資料２のとおり 

 

 

 

 

令和２年１２月７日提出 

 



資料２ 
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資料２ 令和２年度事業について 

 

１．主旨 

 

令和２年度第１回協議会において、「地域公共交通調査事業の実施」として５，７

９８千円の事業費を承認いただいたところである。しかし、新型コロナウイルスの

影響により、当初予定していた事業が実施困難となったため、事業および事業費の

変更を検討している。 

 

 

２．事業の実施状況および変更内容 

 

当初予定していた事業 実施状況および変更内容 

ⅰ．形成計画の達成状況等の評価に係る事

業 

・住民説明会の開催 

・未実施 

・国庫補助対象である他の事業

（ＯＤ調査等）に変更するこ

とを検討 

ⅱ．近畿大学と連携した調査事業 

・和歌山電鐵貴志川線におけるＯＤ調査 

・実施完了 

 

 

 

 

※ＯＤ調査 

公共交通利用者の起点（Ｏｒⅰｇⅰｎ）と目的地（Ｄｅｓｔⅰｎａｔⅰｏｎ）を把

握するための調査。和歌山電鐵貴志川線で実施した調査では、同時に「利用目的」

「利用している乗車券の種類」なども調査した。 
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報告第３号 

 

運行継続水準の設定について 

 

■地域巡回バスダイヤおよび路線改正の試行運行から本格運行への移行可否 

判断の水準設定について、報告する。 

 

資料３のとおり 

 

 

 

 

令和２年１２月７日提出 

 



資料３ 
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資料３ 運行継続水準の設定について 

 

１．主旨 

 

地域公共交通網形成計画（p.34）に基づき、「バス停の統廃合に関する水準」およ

び「試行運行から本格運行への移行可否判断の水準」を設定する。 

 

 

２．運行継続水準 

 

平成２９年度から令和元年度の利用実績に基づき、水準を設定する。 

 

 

３．水準となる数値 

 

別添資料１のとおり 

 

 

４．今後の想定スケジュール 

 

・令和３年２月ころ … 協議会を開催し、本件について報告 

・同年  ５月ころ … 部 会を開催し、具体的な水準（数値）を議案上程 

・同年  ６月ころ … 協議会を開催し、具体的な水準（数値）を議案上程 

 

（参考）地域公共交通網形成計画（p.34） 
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報告第４号 

 

バス停の管理について 

 

■地域巡回バスダイヤおよび路線改正にともない、乗継拠点となるバス停の管理 

方法の変更について、報告する。 

 

資料４のとおり 

 

 

 

 

令和２年１２月７日提出 

 



資料４ 
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資料４ バス停の管理について 

 

１．主旨 

 

貴志駅や貴志川支所など、一部のバス停において複数の交通事業者がバス停を設

置しており、利用者にとって分かりにくい状況となっている。 

地域巡回バスダイヤおよび路線改正にともない、こうしたバス停がさらに増える

見込みであるため、複数の交通事業者が関わる地点を、市が管理することを検討し

ている。 

 

 

２．複数の交通事業者が関わる地点一覧 

 

複数の交通事業者が 

関わる地点（予定） 
関連する運行事業者（予定） 

オーストリート 和歌山バス那賀、有交紀北 

貴志川支所 和歌山バス那賀、有田交通、有交紀北 

貴志駅 和歌山バス那賀、有田交通、有交紀北 

消防器具庫前 有田交通、有交紀北 

山口団地 有田交通、有交紀北 

ショッピングタウン前 和歌山バス那賀、有田交通 

貴志川大橋東詰 和歌山バス那賀、有田交通 

三船神社前 和歌山バス那賀、有交紀北 

北神田 和歌山バス那賀、有交紀北 

桃山支所 和歌山バス那賀、有交紀北 

市場 和歌山バス那賀、有交紀北 

段 和歌山バス那賀、有交紀北 

※現時点での予定のため、変更の可能性があります。 
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議案第１号 

 

地域巡回バスダイヤおよび路線改正の具体案について 

 

■地域巡回バスのダイヤおよび路線改正の具体案について、承認を求める。 

 

別添資料２のとおり 

 

 

 

 

令和２年１２月７日提出 
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【参考】旅客自動車運送事業者部会設置規程 
 

制定 令和２年７月１３日 

 

（設置） 

第１条 この規程は、紀の川市地域公共交通活性化再生協議会規約（以下「規約」

という。）第１２条の規定に基づき、旅客自動車運送事業者部会（以下「部会」と

いう。）を設置し、組織、運営その他必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 部会は、規約第３条各号に掲げる事項で紀の川市地域公共交通活性化再生

協議会会長（以下「会長」という。）から指示のあった事項について、専門的な調

査、検討を行うものとする。 

（組織） 

第３条 部会は、紀の川市地域公共交通活性化再生協議会の委員の中から、次に掲

げる団体及び個人をもって構成するものとする。 

（１）地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号）第

２条第２号ハに掲げる公共交通事業者 

（２）近畿運輸局和歌山運輸支局長又はその指名する者 

（３）学識経験者 

２ 会長が必要と認める場合は、部会以外の者を出席させることができる。 

（部会長） 

第４条 部会に部会長１名を置く。 

２ 部会長は、部会員のうちから学識経験者をもって充てる。ただし、学識経験者

が複数人いる場合は会長が指名する学識経験者とする。 

３ 部会長は、会務を総理し、部会を代表する。 

４ 部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、あらかじめ部会長が指名

する部会員がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 部会長は、部会の会議を招集し、その議長となる。 

２ 部会は、部会員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 部会の議事は、出席した部会員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

４ 部会は、必要があると認めるときは、関係者に対し、出席を求めて説明若しく

は意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（報酬） 

第６条 部会員が会議に出席したときの報酬は、規約第１７条の例による。 

（事務局） 

第７条 部会の業務を処理するための事務局は、規約第１４条に規定する事務局が

あたる。 

（その他） 

第８条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

この規程は、令和２年７月１３日から施行する。 


